
響灘ビオトープの湿地には、メダカやカエルだけでなく、さまざまな種類の
昆虫も暮らしています。例えば、ゲンゴロウやコオイムシ、アメンボなどの
仲間がいます。そんな昆虫の仲間は、実は地球上では重要な役割を果たして
いるのです。湿地の昆虫の暮らしをのぞいてみませんか。

日時：2026年 10月 12日（月祝）
13：30～15：30
※雨天時は室内プログラムのみ

場所：響灘ビオトープ（若松区響町1-126-1）
内容：（ア）専門家による湿地の生き物の説明（室内で、

スライドを使って湿地の魅力や重要性のお話）
（イ）響灘ビオトープの湿地の生き物観察（湿地に

入って、湿地内で網を使って捕獲した生き物を
陸上で観察と解説）

費用：無料
対象：主に小学生と保護者
定員：20人程度（応募多数の場合は抽選）

備考：このイベントは、企業版ふるさと納税
を活用し、「北九州湿地祭」の事業の
1つとして開催します。

申込：右の二次元コードより
主催：北九州市
協力：響灘ビオトープ、

エコプラン研究所

【お問い合わせ】 響灘ビオトープ

若松区響町一丁目126-1 093-751-2023 info@hibikinadabio.jp
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